
関東同窓会報を紐解く

2025.7.5

静中・静高関東同窓会

調査・編集：幹事期（１０２期）



同窓会報を紐解く

昭和51年（1976）：第１号 ～ 令和7年（2025）：第99号

同期会情報
個人投稿

同窓会主催
イベント

大きな流れ

※投稿記事を「同期」「挨拶」「個人」「静岡たより」「記事」等に分類しながら
投稿者・投稿者卒業年次（期）のデータベース化を試み、分析を実施

データ総数
1,797件
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「同期情報」期別投稿件数

同期情報の
投稿分析

他を圧倒する64期！

24学年（42～76期）が
一斉に投稿！

同期情報は
減少傾向
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幹事期

最多：64歳

倉澤栄吉氏（43期）
「西沢君を偲ぶ」（54号）

大石恒夫氏（61期）
「俳句に憑かれて」（89号）

池田錫氏（23期）
「ベレ帽のすすめ」（2号）

※最古投稿期

※最年長投稿者（94歳・2名）

渡辺俊介氏（137期）「ありふれた日々に輝くもの」（90号）ほか

※最新投稿期

年齢別
投稿分析
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上杉重吉（60期）

松永啓（94期）

笠松一久（89期）

山下雅子（90期）

吉水広（85期）

鈴木浩（76期）

藤原経史（74期）

山梨由記（73期）

佐野旭（64期）

清水雅尚（77期）

雨宮明生（68期）

庵原悌次（54期）

月見里得知郎（53期）

西沢純三（43期）

浦田彰（71期）

野澤正憲（64期）

原崎郁平（51期）

個人別会報投稿数

「静岡の万葉を歩く」

「たかが同窓会、されど同窓会」

「64期ゴルフ」ほか

「岳南球友会」

「古書コミ」

「異業種交流会」

「静岡だより」

個人別
投稿分析



投稿回数 氏名 会報 投稿時年齢 タイトル

37回 原崎郁平（51期） 30～66号 74～92歳 静岡の万葉を歩く（１）～（３７）

29回 浦田彰（71期） 70～99号 74～89歳 たかが同窓会、されど同窓会（１）～（２９）

23回 佐野旭（64期） 46～83号 69～88歳 「私のゴルフ」あれや・これや ほか

17回 松永啓（94期） 83～99号 58～66歳 岳南球友会・静岡高校野球部情報

9回 月見里得知郎（53期） 12～23号 61～64歳 謎解きの随想 40回野崎操一氏の著書「心の軌跡」から

6回 山梨由記（73期） 52～81号 63～78歳 パソコン奮戦記 ほか

5回 月見里得知郎（53期） 7～11号 61～63歳 イルカと人間（１）～（５・完）

4回 鼠入武夫（52期） 5～8号 61～62歳 アラビアの地に十五年を過して＜１＞～＜４・完＞

【同一テーマ・同一シリーズ投稿（事前告知・案内を除く）】

個人別
投稿分析

継続中！

継続中！

個人投稿の
金字塔



【「静岡の万葉を歩く」で紹介された万葉歌碑】

回号 会報 年度 年齢 歌 作者 万葉歌碑の所在地
1 30 1990 74 しろがねも くがねも玉も 何せむに 勝れる宝 子にしかめやも 山上憶良（巻5-803） 駿府城
2 31 1991 75 焼津べに わが行きしかば 駿河なる 阿倍の市道（いちじ）に 遭いし児らはも 春日倉首老（巻3-284） 西草深公園
3 32 1991 75 さわたりの 手児に い行き逢い 赤駒が あがきを速み 言問はずこぬ （巻14-3540） 丸子1丁目
4 33 1992 76 坂越えて 安倍の田の面に 居る鶴（たず）の ともしき君は 明日さへもがも （巻14-3523） 長田南中学校
5 34 1992 76 水鳥の 発ちの急ぎに 父母に もの言わず来にて 今ぞ悔しき 有度部牛麻呂（巻20-4337） 日本平
6 35 1993 77 父母が 頭かき撫で 幸く在（あ）れて いひし言葉（けとば）ぜ 忘れかねつる 防人丈部稲麻呂（巻20-4346） 清水第三中
7 36 1993 77 庵原（いほはら）の 清見の崎の 三保の浦の 寛（ゆた）けき見つつ もの思（も）ひもなし 田口益人（巻3-296） 清見潟公園

8 37 1994 78 磐城山（いわきやま） 直（ただ）越え来ませ 磯崎の 許奴美（こぬみ）の濵に われ立ち待たむ （巻12-3195） 清水市東部老人いこいの家
9 38 1994 78 たちばなの みおりの里に 父をおきて 道の長道（ながて）は 行きかてぬかも 丈部足麻呂（巻20-4341） 清水市小島町立花の撰果場
10 39 1995 79 天の原 富士の柴山 木の暗の 時移りなば 逢わずかもあらむ （巻14-3355） 広見公園（富士市伝法）

11 40 1995 79 田子の浦ゆ うち出でて見れば ま白にぞ 富士の高嶺に 雪は降りける 山部赤人（巻1-318） 富士見公園（富士市前田新田）ほか
12 41 1996 80 冬ごもり 春さり来れば 鳴かざりし 鳥も来鳴きぬ 咲かざりし 花も咲けれど・・・ 額田王（巻1-16） 楽寿園
13 42 1996 80 春の野に すみれ採みにと 来しわれそ 野をなつかしみ 一夜寝にける 山部赤人（巻8-1424） 万葉の小径（伊東市鎌田）
13 42 1996 80 朝露に 咲きすさびたる 鴨頭草（つきくさ）の 日くるるなへに 消ぬべく思ほゆ （巻10-2281） 万葉の小径（伊東市鎌田）
13 42 1996 80 路の辺の 壱師の花の いちしろく 人みな知りぬ わが恋妻を 人麻呂歌集（巻11-2480） 万葉の小径（伊東市鎌田）
13 42 1996 80 手に取れば 袖さへにほふ 女郎花（おみなえし） この白露に 散らまく惜しも （巻10-2115） 万葉の小径（伊東市鎌田）
13 42 1996 80 この雪の けのこるときは いざゆかな 山たちばなの 実のてるも見む 大伴家持（巻19-4226） 万葉の小径（伊東市鎌田）
13 42 1996 80 夏葛の 絶えぬ使いの よどめれば 事しもあるごと 思いつるかも 大伴坂上郎女（巻4-649） 万葉の小径（伊東市鎌田）
14 43 1997 81 たちばなの みおりの里に 父をおきて 道の長道（ながて）は 行きかてぬかも 丈部足麻呂（巻20-4341） 清水駅前広場

15 44 1997 81 いほはらの 浄見（きよみ）の崎の 見穂（みほ）の浦の 寛（ゆた）けき見つつ もの念ひもなし 田口益人（巻3-296） 三保の松原
16 45 1998 82 風早の 三保の浦廻（うらみ）を こぐ舟の 船人よどむ 波立つらしも （巻7-1228） 三保の松原

17 46 1998 82 東路（あづまぢ）の 手児（てご）の呼び坂 越えていなば 吾（あれ）は恋むな 後は逢ひぬとも （巻14-3477） 丸子金属工業団地
18 47 1999 83 焼津邊（やきつべ）に 我が（わが）行きしかば 駿河なる 阿倍の市道に 会いし子らはも （巻3-284） 花沢の里（焼津市）
19 48 1999 83 志太の浦を 朝漕ぐ舟は よしなしに こぐらめかもよ よしこさるらめ （巻14-3430） 金比羅神社公園（藤枝市志太）
20 49 2000 84 遠江 白羽の磯と 贄（にへ）の浦と 相てしあらば 言も通わむ 丈部川相（巻20-4324） 白羽海岸（旧御前崎町）
21 50 2000 84 父母も 花にもがもや 草枕 旅は行くとも 捧ごて行かむ 丈部黒當（巻20-4325） 掛川西高校
22 51 2001 85 時時の 花は咲けども 何すれぞ 母とふ花の 咲き出こずけむ （巻20-4323 袋井中学校
22 51 2001 85 遠江 白羽の磯と にへの浦と あひてしあらば 言も通わむ 丈部川相（巻20-4324） 袋井中学校
23 52 2001 85 浅羽の野良に 刈る草（かや）の 束の間も 吾（あ）を忘らすな （巻10-2763） 浅羽図書館（袋井市）
24 53 2002 86 九月（ながつき）の その初雁の 便りにも 念う（おもう）心は 聞え来ぬかも 遠江守桜井王（巻9-1614） 今之浦公園（磐田市）
24 53 2002 86 大之浦の その長浜に 寄する浪 寛（ゆた）けく君を 念うこの頃 聖武天皇（巻8-1615） 今之浦公園（磐田市）
25 54 2002 86 遠江 志留波（しるは）の磯と 尓閉（にへ）の浦と 合いてしあらば 言も通わむ 丈部川相（巻20-4324） なぎのき会館（磐田市）
26 55 2003 87 引馬野に 匂う榛原（はりはら） 入り乱れ 衣にほはせ 旅のしるしに 長忌寸興麻呂（巻1-57） 浜松市立文芸館
27 56 2003 87 引馬野に 匂う榛原（はりはら） 入り乱り 衣にほはせ 旅のしるしに 長興麻呂（巻1-57） 真淵翁顕彰碑広場（浜松市）
28 57 2004 88 伎倍人（きへひと）の 斑（まだら）ぶすまに 綿さはだ 入りなましもの 妹（いも）が小床（をどこ）に （巻14-3354） 万葉の森公園（旧浜北市）
29 58 2004 88 わが妻は ひたく恋ひらし 飲む水に 影さへ見えて よに忘られず 若倭部身麻呂（巻20-4322） 万葉の森公園（旧浜北市）
30 59 2005 89 礒の上に 生（お）ふる馬酔木を 手折らめど 見ずべき君が ありと言わなくに 大来皇女（巻2-166） 万葉の森公園（旧浜北市）
31 60 2005 89 わが妻は ひたく恋ひらし 飲む水に 影さへ見えて よに忘られず 若倭部身麻呂（巻20-4322） 八幡神社（旧浜北市）
32 61 2006 90 あらたまの 寸戸（きへ）が竹垣（たかがき） 編目（あみめ）ゆも 妹（いも）し見えなば われ恋ひめやも （巻11-2530） 麁玉公民館（旧浜北市）
33 62 2006 90 あらたまの 伎倍（きへ）の林に 汝（な）を立てて 行きかつましじ 寝（い）を先立たね （巻14-3353） 浜北文化センター
34 63 2007 91 花散らふ この向つ峯の 乎那（おな）の峯（お）の 洲（ひじ）に付くまで 君が齢（よ）もがも （巻14-3448） 浅間山（旧三ケ日町）
35 64 2007 91 遠江 白羽の礒と 贄（にえ）の浦と あひてしあらば 言も通はむ 丈部川相（巻20-4324） 三ケ日中学校
35 64 2007 91 花散らふ この向つ峰（ね）の 乎那（おな）の峰（を）の 洲（ひじ）に付くまで 君が齢（よ）もがも （巻14-3448） 三ケ日中学校

36 65 2008 92 あられふり 遠江（とおつあふみ）の 吾跡川 楊（あどがわ やなぎ）刈れども またも生（おふと）いふ 吾跡川 楊 人麻呂歌集（巻7-1293） 小森橋南詰土手南（旧天竜市）
37 66 2008 92 遠江（とほつあふみ）の 引佐細江（いなさ ほそえ）の 澪標（みをつくし） 吾（あれ）を 頼（たの）めて あさましものを （巻14-3429） 細江公園（旧細江町）

最終投稿
66号（2008年・92歳）

2009.5.11ご逝去（会報第67号より）

原崎郁平氏
（５１期）
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関東同窓会を超える
70年以上の歴史を誇る



卒業18年目の会卒業26年目の会
各種行事



異業種交流会（2011年～）

古書コミ（2014年～）

ゴルフ会
ハイキング
麻雀大会
富士登山

幹事会（新春のつどい）
・・・

各種行事



「総会50年の歴史」は、
後ほど上映されるスライドショーをご覧ください。

総会
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最多：64歳

倉澤栄吉氏（43期）
「西沢君を偲ぶ」（54号）

大石恒夫氏（61期）
「俳句に憑かれて」（89号）

池田錫氏（23期）
「ベレ帽のすすめ」（36号）

※最古投稿期

※最年長投稿者（94歳・2名）

渡辺俊介氏（137期）「ありふれた日々に輝くもの」（90号）ほか

※最新投稿期

年齢別
投稿分析

関東同窓会報50年の歴史は、
100年以上もの時を繋いでいる。
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創刊号：表紙なし
２～７号：表紙あり
８号：表紙なし
９号：表紙あり
10号～：表紙なし



これからの関東同窓会報

➢「静高」「関東」をキーワードとする情報共有・交流のツールとして

➢ 世代を超えたメッセージを伝え残すツールとして

次の50年へ

関東同窓会報が
存在する意義を
見つめ直したい



ご清聴、ありがとうございました。
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